
平成２９年度 予算編成について                             

平成29年2月 

江 戸 川 区 

我が国経済は、デフレ脱却と経済再生を最重要課題として取り組んできたアベノミクス

の効果により、有効求人倍率は、25年ぶりの高水準、失業率は 21年ぶりの低水準となる

など、所得、雇用環境は大きく改善した。内閣府発表の月例経済報告によると、「景気は、

一部に改善の遅れも見られるが、緩やかな回復基調が続いている」とし、個人消費は「持

ち直しの動きが見られる」とある。しかし、一方で海外の経済リスクに対しては「経済の

不確実性や金融資本市場の変動の影響に留意する必要がある」としており、特に、不動産

価格や過剰債務問題を含む金融市場の動向等によっては、景気が下振れする恐れがあり、

引き続き注視していかなくてはならない。 

本区は、これまで全事業を対象とした施策の見直しなど徹底した行財政改革を実行し、

健全財政に努めてきた。その結果、平成２７年度決算における経常収支比率は適正水準の

７０％台を３年連続で維持、基金残高は過去最高の１，４８２億円、区債残高は過去最低

レベルの１３７億円となった。 

また、平成２７年度から導入した東京都方式による新公会計制度は今年度初めて決算を

迎え、従前の会計別財務諸表に加えて部別・課別の財務諸表や各種財務レポートを作成す

るなど、行財政の「数値化」「見える化」「分かる化」をいっそう進めることができた。こ

れら資料作成の過程で実施された事務事業の振り返りや事業の評価は、今後さらなる行財

政改革への取り組みにつながるものである。 

一方、本区の財政を取り巻く状況であるが、安定的な財政運営を維持しているものの、

税制改正や景気の影響を受けやすい歳入構造、今後対応が求められる歳出需要が数多くあ

るなど課題が多く、引き続き厳しい状況に変わりはない。 

歳入面では、地方法人課税の見直しによる、財政調整交付金への影響である。地方自治

体間の税源の偏在を是正する目的で導入された法人住民税の一部国税化により、財政調整

交付金財源が減収となり、甚大な影響を受けている。 

このことは、受益と負担に基づく応益課税という地方税の原則をないがしろにするもの

であり、地方分権の流れに逆行するばかりでなく、本来国の責任で行うべき財政調整機能

の放棄にもつながるものである。 

歳出面では、子どもの成長支援、待機児童対策、児童相談所の移管、高齢化社会への対

策や老朽化した学校や区民施設、本庁舎の建て替えなど、喫緊の課題が山積している。 

こうしたことから、平成２９年度の予算編成にあたっては、直面する課題への対策を強

力に進めるとともに、健全財政を堅実に維持しつつ、財源の効果的活用と経常的経費の見

直しをさらに図り、将来に向けて持続可能な行財政運営をめざした予算編成を行った。 
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予　算　規　模 （単位：百万円）

増 減 額 増減率(%)

9,460 4.1 

国 民 健康 保険 事業 △409 △0.5 

介 護 保 険 事 業 575 1.5 

後 期 高 齢 者 医 療 640 5.7 

合 計 806 0.6 

10,266 2.8 

歳　　入 (一般会計) （単位：百万円）

増 減 額 増減率(%)

2,387 4.9 

20 2.0 

△630 △90.0 

△200 △33.3 

0 0.0 

△800 △6.3 

0 0.0 

0 0.0 

4,300 5.4 

90 3.0 

118 2.9 

3,313 5.1 

908 31.0 

△366 △12.2 

265 12.2 

55 1.2 

9,460 4.1 

一 般 会 計 240,332 230,872

平 成 ２９ 年 度　　予　 算　 概　 要 

会 計 名 平成２９年度 平成２８年度

11,264

特

別

会

計

80,914 81,322

39,674 39,099

11,904

132,491 131,685

総 計 372,823 362,557

科 目 名 平成２９年度 平成２８年度

特 別 区 税 51,555 49,167

地 方 譲 与 税 1,000 980

利 子 割 交 付 金 70 700

配 当 割 交 付 金 400 600

株式等譲渡所得割交付金 500 500

地 方 消 費 税 交 付 金 12,000 12,800

自 動 車 取 得 税 交 付 金 300 300

地 方 特 例 交 付 金 400 400

特 別 区 交 付 金 84,300 80,000

分 担 金 及 び 負 担 金 3,136 3,046

使 用 料 及 び 手 数 料 4,225 4,107

国 ･ 都 支 出 金 68,774 65,461

繰 入 金 3,840 2,932

繰 越 金 2,637 3,003

特 別 区 債 2,443 2,178

そ の 他 4,752 4,698

歳 入 合 計 240,332 230,872

(注意) 各計数は原則、表示単位未満四捨五入のため、合計等に一致しないことがあります。
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歳　　出 (一般会計) （単位：百万円）

増 減 額 増減率(%)

5 0.5 

3,382 102.4 

161 19.2 

△486 △6.4 

883 21.5 

356 4.1 

534 8.4 

△18 △0.2 

519 0.7 

4,303 9.0 

315 1.3 

△408 △2.2 

113 0.4 

△200 △8.5 

0 0.0 

9,460 4.1 

歳　　出 (一般会計・性質別) （単位：百万円）

構成比 構成比

(%) (%)

人 件 費 34,725 14.4 34,817 15.1 △92 △0.3 

扶 助 費 92,511 38.5 85,820 37.2 6,691 7.8 

公 債 費 2,153 0.9 2,353 1.0 △200 △8.5 

129,389 53.8 122,990 53.3 6,399 5.2 

27,401 11.4 23,643 10.2 3,758 15.9 

22,886 9.5 22,738 9.9 147 0.6 

60,655 25.2 61,500 26.6 △845 △1.4 

240,332 100.0 230,872 100.0 9,460 4.1 

公 債 費 2,153 2,353

総 務 費 7,054 7,540

都 市 開 発 費 4,981 4,098

福 祉 費 71,311 70,792

文 化 共 育 費 6,910

経 営 企 画 費 6,685 3,303

危 機 管 理 費 1,002 841

議 会 費 919 914

科 目 名 平成２９年度 平成２８年度

6,376

生 活 振 興 費 9,400 9,418

環 境 費 9,060 8,705

健 康 費 24,887 24,573

子 ど も 家 庭 費 52,181 47,878

土 木 費 18,207 18,615

教 育 費 25,280 25,167

予 備 費 300 300

歳 出 合 計 240,332 230,872

投 資 的 経 費

繰 出 金

そ の 他

合 計

(注意) 各計数は原則、表示単位未満四捨五入のため、合計等に一致しないことがあります。

義 務 的 経 費

性 質 名 平成29年度 平成28年度 増 減 額 増減率(%)
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◇　家庭教育の充実

１．児童相談所の設計委託（新） ( )

　　　予定地　中央三丁目（現況：都有地）　2,285㎡

　　　基本設計・実施設計・土質調査等

２．健やかな成長を支援する子どもの居場所づくり（新） ( )

　　　貧困の連鎖を断つために、総合的な支援による自立する力を育成

　　　　対象：小学生～高校生　60人

　　　　会場：上一色コミュニティセンター（平成29年7月開設）

　　　　実施内容・学習支援

　　　　　　　　・学校でも家庭でもない第３の居場所づくり

　　　　　　　　・家庭への生活習慣の定着に向けた指導

　　　　　　　　・子ども食堂

　　　　　　　　・様々な体験活動の提供

３．ひとり親家庭の学習支援（拡） ( )

（1）江戸川さくら塾ジュニア（個別指導型）

　　　 対象：小学校５～６年生 20人　　　期間：５月～３月の日曜日 36回

　　　 会場：上一色コミュニティセンター

（2）江戸川さくら塾（個別指導型）

　　　 対象：中学校１～３年生 80人　　　期間：５月～３月の土曜日・日曜日 36回

　　　 会場：子ども家庭支援センター、長島桑川コミュニティ会館、

　　　　　　 上一色コミュニティセンター

（3）えどさく先生（派遣型）

　　　 対象：中学校１～３年生 40世帯　　期間：５月～３月 36回

（4）さくら予備校（少人数指導型）

　　　 対象：高校生 毎回20人　　　　　　期間：５月～３月の土曜日 36回

　　　 会場：上一色コミュニティセンター

◎　児童手当の支給〔国制度〕 ( )

０歳～２歳 円 人 千円

３歳～小学生（第１子、第２子） 円 人 千円

３歳～小学生（第３子以降） 円 人 千円

中学生 円 人 千円

所得超過世帯 円 人 千円

98,079 皆　増

5,342,040

33,483 皆　増

11,500

5,092

15,568

10,951

916,56015,000

10,000 1,868,160

657,0605,000

平成２９年度　重点施策における主な内容

未来を担う人づくり

11,660,400 11,750,100

手当月額

15,000

10,000

児童数

15,981

44,517

支給額

2,876,580

新規・拡充

34,549

〔単位：千円〕

)年度当初予算額82(年度当初予算額92

☆：オリンピック・パラリンピック関連事業

：学習支援関連事業
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◎　乳児養育手当の支給〔区制度〕 ( )

　　　乳児(1歳未満)を養育している家庭に支給　<所得制限あり>

◎　子ども医療助成事業 ( )

　　　乳幼児、義務教育就学児の医療費負担額を助成　<所得制限なし>

◎　児童扶養手当の支給〔国制度〕 ( )

　　　18歳に達した年度の末日までの児童を養育しているひとり親世帯等に支給(国制度)
　　 <所得制限あり>

◎　児童育成手当の支給〔区制度〕 ( )

　　　18歳に達した年度の末日までの児童を養育しているひとり親世帯等に支給
<所得制限あり>

◎　地域子育て見守り事業 ( )

　　　出生後4か月までの乳児のいる家庭を対象に子育て見守り員が訪問

　　　　子育て見守り員　120人　3,600件

◎　すくすくスクールの運営 ( )

　　　放課後や学校休業日の学校施設を活用し、地域・保護者・学校の連携により、

　　多くの大人との交流や様々な体験を通じて児童の豊かな人間性を育む

　　　　〔対　象〕小学校１年～６年生

　　　　〔実施校〕全小学校  71校　　　〔登録児童数〕 21,500人予定

◇　地域での次代を担う人づくり

◎　学習支援事業「1655勉強cafe」 ( )

　　　中高生を対象に共育プラザ６館全館で実施（大学生ボランティアによる学習支援）

　　　　各館で週１回　20人×6館

10,549 10,471

4,395

1,722,240

中学３年生まで
自己負担分全額

受給者数
乳幼児　  41,600人
小･中学生 53,800人

3,629,286

899,340

全部支給 一部支給<所得による>

児童1人の場合の手当月額 42,330円 42,320円～9,990円

2,800,818 2,851,690

920,088

通院及び入院

世 帯 数

手当月額　13,000円 乳児数　5,765人

3,697,979

助成範囲

876,872

4,410

1,727,354

育成手当

    13,000円

    11,040人

861,874

児童数

 3,051世帯  2,599世帯

手当月額
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◇　多様な保育サービスの提供

１．保育士等給与加算（新） ( )

　　　区内私立保育施設の常勤保育士等に給与の区独自加算　10,000円/月　

　　　対象者数：1,329人（認可保育園・小規模保育所等・認証保育所・認定こども園）

２．保育士等就職祝品（新） ( )

　　　区内私立保育施設採用の常勤保育士等に区内共通商品券50,000円を給付

　　　　新規採用予定者数：170人（平成32年度まで実施）

３．保育所見学ツアー（新） ( )

　　　区内私立保育施設で学生や潜在保育士を対象に見学ツアーを開催

　　　　総武線・都営新宿線・東西線別に各２回/年、実施

４．潜在保育士の保育体験受入れ支援（新） ( )

　　　潜在保育士の再就職促進に向けた保育体験受入れをＰＲ

５．私立保育園等への保育委託（拡） ( )

　　　定　員：6,488人→ 6,970人（＋482人）

　　　施設数：54園→ 59園

６．地域型保育給付・助成（拡） ( )

　　　定　員：　114人→ 　224人（＋110人）

（1）小規模保育所　　6園→ 12園

（2）事業所内保育所　1園

７．私立保育園等施設整備助成（拡） ( )

（1）認可保育園　　11園

（2）小規模保育所　 6園

◎　私立幼稚園等保護者負担軽減補助 ( )

　　　幼稚園に在籍する園児の保護者負担軽減のための保育料等補助

　　　対象：新制度に移行していない私立幼稚園等

　　　　保育料補助:26,000円/月 ・ 入園料補助:80,000円

　　　　

◎　認証保育所への助成 ( )

　　　認証保育所に対する運営費等補助

　　　　28園→ 25園（認可保育園への移行による△3園）

8,500 皆　増

325 皆　増

159,480 皆　増

新規・拡充

213 皆　増

2,461,905

9,852,467

2,649,307 148,500

589,211 230,951

1,339,128

10,843,320

2,061,347

1,204,051
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◎　認証保育所保育料負担軽減補助 ( )

　　　所得に応じて保育料を補助

 ０歳～５歳

◎　保育ママへの助成 ( )

　　　就労などで乳児の養育が難しい保護者に代わり、スキンシップを大切にした

　　　家庭的な環境の中で保育する保育ママに対する補助

　　　　保育ママ数 203人・受託児数 370人

◇　21世紀にふさわしい学校教育の推進

１．学校施設の改築（拡） ( )

　　　老朽化した学校を計画的に改築していく

　(1) 葛西小学校・葛西中学校の改築 ( )

　　　　〔改築計画〕　　＜継続費：平成28～31年度＞

　　　〔施設概要〕校舎延面積：16,500㎡程度

　　　　　　　　　普通教室数：41教室(小学校 24室、中学校 15室、日本語学級 2室)

　　　　　　　　　特別教室数：31教室、管理諸室他

　　　　　　　　　諸　施　設：屋内運動場、屋上プール、武道場、すくすくスクール

　(2) 小松川第二中学校の改築　 ( )

　　　　〔改築計画〕　＜継続費：平成27～29年度＞

　　　〔施設概要〕校舎延面積：9,700㎡程度

　　　　　　　　　普通教室数：18教室(通常 16室、特別支援 2室)

　　　　　　　　　特別教室数：16教室、管理諸室他

　　　　　　　　　諸　施　設：屋内運動場、屋上プール、武道場

基本設計策定 実施設計策定 新校舎建設
新校舎建設

外構・校庭整備

461,341

4,265,862 283,864

28年度 29年度 30年度 31年度

基本設計策定
実施設計策定

7,029,329 6,359,103

既存校舎等解体
新校舎建設

新校舎建設 外構・校庭整備

世帯年収 世帯年収

概ね300万円未満 概ね500万円未満

2,529,380 2,519,000

26年度 27年度 28年度 29年度

拡 充

470,189

25,000円/月 15,000円/月
 乳児養育手当受給者は
 差額を支給

49,31824,048
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　(3) 第三松江小学校の改築　 ( )

　　　　〔改築計画〕　　＜継続費：平成26～29年度＞　

　　　〔施設概要〕校舎延面積：8,100㎡程度

　　　　　　　　　普通教室数：23教室(通常 18室、特別支援 5室)

　　　　　　　　　特別教室数：17教室、管理諸室他

　　　　　　　　　諸　施　設：屋内運動場、屋上プール、すくすくスクール

　(4) 篠崎第三小学校の改築　　 ( )

　　　　〔改築計画〕　＜継続費：平成26～29年度＞　

　　　〔施設概要〕校舎延面積：7,200㎡程度（屋内運動場は既存利用）

　　　　　　　　　普通教室数：23教室(通常 18室、特別支援 5室)

　　　　　　　　　特別教室数：15教室、管理諸室他

　　　　　　　　　諸　施　設：屋上プール、すくすくスクール

◎　学校図書館支援モデル事業 ( )

　　　小学校10校をモデル校に指定し、学校司書を配置（週２日/校）

　　  ・学校司書の活用に関する実践研究を行い、その有効性を検証

◎　学校図書館スーパーバイザー ( )

　　　学校図書館運営・活用に関する指導助言（小中学校全校を巡回）

◎　オリンピック・パラリンピック教育推進校 ☆ ( )

　　　オリンピック・パラリンピックレガシーの創造に向け、全幼稚園・小学校・

　　中学校で取組みを推進

◎　日本の伝統・文化の良さを発信する能力・態度の育成事業 ☆ ( )

　　　日本の伝統・文化を理解し、その良さを様々な国や地域に発信する能力や

　　態度を育成（指定期間　平成28年度から2年間）

◎　特別支援教育の推進 ( )

　(1) 小学校特別支援教室全校設置に向けた巡回指導（2グループ・18校）

　(2) 小学校特別支援教室事業整備（備品・消耗品）　平成30年4月　全校設置

　(3) 中学校特別支援学級の新設（小松川第二中学校　平成30年4月開設）

基本設計策定 実施設計策定
既存校舎解体
新校舎建設

新校舎建設 外構・校庭整備

31,800 皆　増

基本設計策定 実施設計策定
既存校舎等解体
新校舎建設

新校舎建設 外構・校庭整備

100,408 1,557,152

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

19,31817,033

3,116 2,984

133,679 1,999,087

25年度 26年度 27年度 28年度 29年度

82,180 58,469

皆　増4,230
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◎　学校施設の整備 ( )

　(1) 年次計画による工事 ( )

　(2) 年次計画以外で対応が必要な工事 ( )

　　　① 水飲栓直結給水化改修　(小学校  3校、中学校  2校)
　　　② 給食室スポット空調設置　(小学校  3校、中学校  3校)
　　　③ 特別支援教室整備　(小学校 48校)

◎　学校情報化の推進 ( )

 （1）学校ＬＡＮの運用・リプレースに向けた設計

 （2）教育用パソコンの活用

　 　　 校内ＬＡＮ、パソコン室、特別支援学級

◎　放課後補習教室

　　　区内すべての小学校・中学校で教員による補習教室を実施し、学習習慣の確立や

　　基礎学力の定着を図る

外 壁
塗 装

屋 上
改 修

電 気
設 備

給食室
整 備

プール
改 修

主な整備内容

5校

852,546

3校

2校

手洗所
改 修

非構造
部 材

中 学 校 数 2校 2校 0校 0校

小 学 校 数 1校 1校 1校4校

防 火
区 画

2校

792,419

640,473477,794

1,752,527

1校

2,258,496 2,458,635

4校1校

1,711,582

0校
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◇　人生を豊かにする生涯学習

１．子ども未来館アカデミープログラムの充実（拡） ( )

（1）新規ゼミとして、｢社会の仕組み(法律)｣｢ヒトとサル(人類学)｣｢標本作り(生物)｣

   ｢物質・材料のいろいろ(科学)｣を開講

（2）友好都市等との連携プログラム（鶴岡市・城里町）を拡充

◎　総合人生大学の運営 ( )

　　　「江戸川区」をテーマに、知識や経験の異なる区民が年齢を超えて学び、

　　その成果を地域に活かすことを目的とする新しい形の大学を運営

　　　学長：北野　大　淑徳大学教授

　江戸川まちづくり学科
　国際コミュニティ学科

　子ども・子育て応援学科
　介護・福祉学科

◎　図書館の管理運営 ( )

（1）区立図書館全館（12館）の指定管理者による運営

　　　　蔵書数　1,508,120冊　　平成29年度購入予定図書等 79,439点

（2）小松川図書館ＩＣタグ導入

◇　江戸川区の良さを活かしたボランティア活動とコミュニティ活動

１．江戸川区オリンピック・パラリンピック区民連絡会（新） ☆ ( )

　　　東京2020オリンピック・パラリンピックに向け、区民と区が情報を共有しながら、

　　地域の自主的な取組みと気運醸成を図る連絡会を設立

２．江戸川区オリンピック・パラリンピックレガシー講演会(新) ☆ ( )

　　　東京2020オリンピック・パラリンピック気運醸成のため、関係団体等を対象に

　　講演会を開催し、2020年以降の区の姿を見据えた施策を創出

３．スマイルあいさつキャンペーン（拡） ☆

　　　東京2020オリンピック・パラリンピックの開催都市として、江戸川区らしい

　　「おもてなし」に向けたキャンペーンを実施

皆　増

皆　増

182

249

学びと協働による区民文化づくり

1,600,842 1,599,049

拡 充

7,204 6,972

地域デザイン学部

人生科学部

新規・拡充

45,231 42,768

- 9 -



◎　ボランティアセンターの事業支援 ( )

　　　日本語ボランティア入門講座等の開催及び災害ボランティア養成講座の拡充、

　　ボランティアの育成・交流・普及啓発

◎　(仮称）船堀コミュニティ会館の開設 ( )

　　　既存施設（都営住宅）の老朽化に伴う新たな複合施設の建設工事及び開設準備

　　　　延床面積　約2,500㎡　　ＲＣ造　地上３階建て

　　　　１階：船堀第二保育園、子育てひろば　　２～３階：コミュニティ施設

        平成29年9月開設予定

◎　新川さくら館の運営（指定管理） ( )

（1）新川の歴史・文化の伝承、創造及び発信

（2）地域のにぎわいづくり

◎　区民館・コミュニティ会館等の整備 ( )

（1） コミュニティプラザ一之江 特定天井工事（ＬＥＤ化）

（2） 小松川区民館 舞台吊物改修

（3） 小松川さくらホール カーペット改修

（4） 平井コミュニティ会館 ガラスブロック等改修、防犯カメラ更新

（5） 北葛西コミュニティ会館 防犯カメラ更新

（6） 二之江コミュニティ会館 空調設備等改修

（7） 清新町コミュニティ会館 ウォシュレット設置

（8） 臨海町コミュニティ会館 ウォシュレット設置

（9） 新田コミュニティ会館 空調設備等改修

（10）東葛西コミュニティ会館 特定天井工事（ＬＥＤ化）

（11）小岩アーバンプラザ ホール特定天井改修計画策定

（12）東部区民館 ホール舞台装置改修等

（13）東部フレンドホール 空調設備等改修

（14）瑞江コミュニティ会館 空調設備等改修設計

（15）篠崎コミュニティ会館 空調設備等改修設計

◎　地区会館の維持補修 ( )

　　　冷暖房改修 3か所、屋根・外壁補修 3か所、改正フロン法に伴う定期点検

◇　創造性豊かな江戸川文化

１．旧「橘家圓藏」宅の活用（新） ( )

　　　公園と一体化した憩いの場として、住まいを一般開放し関連資料を展示

　　　平成29年5月開設予定　江戸川区平井3丁目　敷地面積 157.02㎡

２．多文化交流プログラム（拡） ☆ ( )

　　　多文化共生に向け、文化団体等と協力し日本文化体験イベント(茶道・華道・

　　書道等)の開催など、ふれあいの場を提供

29,190 33,080

802,270 631,227

449,974 972,163

531

3,809 皆　増

新規・拡充

16,234 13,384

皆　増

29,594 29,918
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３．指定文化財「下鎌田の富士講」調査報告（拡） ( )

　　　平成26年度～平成28年度に実施した調査・記録をもとに報告書を刊行

◎　文化施設等の運営 ( )

　　　指定管理者による管理運営

　　　　タワーホール船堀、総合文化センター、グリーンパレス、篠崎文化プラザ、

　　　　穂高荘、塩沢江戸川荘、ホテルシーサイド江戸川

◎　文化施設等の整備 ( )

（1）タワーホール船堀  　　　太陽の間改修・音響・電気・消防設備等

（2）穂高荘　　　　　　　　　熱源設備改修

（3）塩沢江戸川荘　　　　　　給湯熱源機器改修

◇　男女共同参画社会の推進

◎　女性センターの運営 ( )

（1）相談事業　　　　女性総合相談等

（2）情報提供事業　　ＤＶ相談カードの発行、女性センター情報誌の発行

（3）意識啓発事業　　男女共同参画週間記念講演会・セミナー

（4）女性センターサポーター活動

（5）ＤＶ被害者支援ネットワーク連絡会議

◇　世界の人々との交流と共生

◎　国際交流の推進 ( )

　　　セントラルコースト市との交流、その他諸外国との交流

◎　青少年の海外派遣事業「青少年の翼」 ( )

　　　青少年の翼基金を活用し、国際感覚を持った次代を担う人材育成のため、

　　青少年を海外に派遣

　　　〔派 遣 先〕3か国(イギリス､オーストラリア､ニュージーランド)

　　　〔派 遣 数〕60人(各国20人程度)　　　 〔実施期間〕12日間

　　　〔内　  容〕ホームステイ、学校体験、文化交流等

　　　〔対　  象〕区内在住、中学２年生～高校３年生

　　　〔本人負担〕56,000円

◇　安心できる消費生活

◎　消費者センターの運営 ( )

（1）消費生活にかかる相談

（2）消費者啓発

　　　　消費者教室、リズム運動会場での啓発、出張公開講座等

48,143 51,992

1,643,252 1,521,930

31,213 52,149

20,102 19,925

16,466 10,194

588,501 192,603

843 496
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　　□　区民の健康づくりのために

◇　生活習慣病と健康

１．災害医療体制の整備（新） ( )

 (1) 緊急医療救護所

       災害拠点病院前などに設置し、負傷者のトリアージ及び応急処置を行うための

　　 資器材を配備（区内17か所）

 (2) 医療救護活動拠点

　　　 緊急医療救護所の後方支援や医療救護班等の活動の拠点として電源及び夜間

　　 照明を配備　（健康サポートセンター 8か所）

２．骨髄等移植ドナー支援（新） ( )

      骨髄等移植の促進及びドナー登録者の増加を図るため、休業補償等として助成

　　　・区内在住者　20,000円/日（上限7日間）

　　　・事業所等　　10,000円/日（上限7日間）

３．土曜ハローベビー教室（拡） ( )

　　　就労妊婦等の受講希望に応えるため、土曜日の定員を拡大

　　　平成28年度 800人→　平成29年度 1,800人

４．40歳未満区民健診の体制強化（拡） ( )

 (1) 受診率の向上を図るため、新たに医師会医療検査センターでの健診を実施(7月～8月)

 (2) 健診結果に対する相談を相談会方式(8回/年)から、随時相談に変更

◎　妊婦全数面接 ( )

　　　妊娠届出時に保健師等の面接（相談やサービス紹介等）を実施し、その後の妊娠、

　　出産、子育て期の切れ目のない支援充実への端緒とする

　　　妊娠届出は原則、健康サポートセンターで対応

◎　新生児訪問指導 ( )

　　　安心子育ての推進に向け妊婦全数面接から見守り、必要に応じて訪問指導

210 皆　増

34,950 33,447

16,764 皆　増

106,731

8,890 6,554

16,374 16,260

いきいきとした生活のための健康・福祉の社会づくり

新規・拡充

109,495
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◎　がん検診 ( )

（人）

　　　がん検診推進（クーポン券）：子宮頸がん、乳がん

　　　個別勧奨(勧奨ハガキ)：大腸がん

◎　国民健康保険事業特別会計繰出金 ( )

◎　後期高齢者医療特別会計繰出金 ( )

◇　心の健康づくり

◎　自殺防止対策 ( )

 (1) 自殺防止に関する普及啓発活動（キャンペーン、講演会）

 (2) 自殺防止連絡協議会（2回/年）

 (3) 総合相談会（12回/年）

 (4) 自殺未遂者支援（支援会議・コア会議）

 (5) いのち見守り隊養成講座（初級4回・中級1回）

 (6) メンタルチェックシステム「こころの体温計」

◇　生涯スポーツの推進

１．スポーツチャレンジデー（新） ☆ ( )

　　　年齢・性別を問わず、日常的なスポーツの習慣化や健康増進に向けた

　　住民総参加型のスポーツイベントを実施

　　　開催日：平成29年5月31日（水）

　　　笹川スポーツ財団が主管する「チャレンジデー2017」に参加（全国一斉開催）

　　　人口規模がほぼ同じ自治体間で運動やスポーツへの住民参加率を競う

２．パラスポーツ2020　オランダ連携プロジェクト（新） ☆ ( )

　　　2020年の東京パラリンピックの成功に向けて、オランダオリンピック委員会・

　　スポーツ連合と連携し、今後４年間にわたってオランダのアスリートの協力を

　　得ながら、パラスポーツの普及と障害の有無に関わらない区民のスポーツ参加

　　の促進を図る

　　　・障害者スポーツの体験教室

　　　・文化交流イベント

942,234 944,898

皆　増2,652

2,622 皆　増

6,061,768

10,325,599 10,700,018

乳がん 肺がん 大腸がん
前立腺
がん

口腔がん

22,200

区　分

20,000 27,500 27,700 23,000 2,400

新規・拡充

3,0843,431

6,459,527

2,000
受診者数
（計画）

胃がん
子宮頸
がん

- 13 -



３．地域におけるパラスポーツ体験機会の創出（新） ☆ ( )

　　　障害者スポーツの普及啓発を図るため、区民運動会などでパラスポーツ体験教室や

　　パラリンピック競技種目を実施

４．車椅子フェンシングの体験イベント（新） ☆ ( )

　　　商業施設の協力を得て、パラリンピック競技である車椅子フェンシングの

　　デモンストレーションや体験教室を実施

５．知的障害者(児)スポーツ教室（新） ☆ ( )

　　　作業所通所者等を対象に、水泳等の体験教室を実施

６．福祉施設でのボッチャ体験機会の創出（新） ☆ ( )

　　　各福祉施設利用者の体験教室や、福祉施設行事におけるボッチャブースの出展

７．カヌー教室等によるカヌー競技の普及啓発（拡） ☆ ( )
 (1) 区民カヌー体験教室（全20回）

 (2) 学校カヌー教室（20校）

 (3) えどがわカヌー塾（10回×2）　競技者育成

 (4) 団体カヌー教室（随時）

 (5) カヌー大運動会（年1回）

 (6) カヌー競技ＰＲ展示会等による気運醸成

８．新左近川親水公園カヌーエリアの整備（拡） ☆ ( )

　　　カヌースラローム等の練習・体験の場として、カヌー場整備の設計を実施

◎　スポーツ夢基金事業 ☆ ( )

　　　オリンピック・パラリンピック競技大会等での活躍が期待される区民等を

　　応援するため、選手に活動支援金を交付

◎　パラスポーツフェスタえどがわ ☆ ( )

　　　11月の「障害者スポーツ推進月間」に合わせ、パラスポーツのデモンストレーション

　　や競技体験などのイベントを開催

◎　スポーツ施設の管理運営 ( )

（1）指定管理者による管理運営

　　　　総合体育館、スポーツランド、スポーツセンター、陸上競技場、

　　　　江戸川区球場、臨海球技場、水辺のスポーツガーデン

（2）区による管理運営

　　　　河川敷グラウンド(江戸川・荒川)、テニスコート(谷河内・小岩・松江・西葛西)、

　　　　平井プール

2,005 皆　増

351 皆　増

606 皆　増

459 皆　増

64,178 52,129

5,353

1,083,570

11,001 8,179

1,860

1,094,630

2,031 1,424
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※テニスコート2面（西葛西）は、フットサル、バスケット兼用コート

◎　スポーツ施設の整備 ( )

（1）総合体育館　　　　　　　アーチェリー場空調増設、給水ポンプ交換等

（2）スポーツセンター　　　　キュービクル・非常用発電装置更新等

（3）陸上競技場　 　　 　　　空調設備改修・夜間照明ＬＥＤ化等設計

（4）江戸川区球場　 　　 　　監視カメラ交換等

（5）臨海球技場  　　　 　   夜間照明ＬＥＤ化等

（6）谷河内テニスコート　　　防球ネット設置等

◇　感染症と健康危機への対応

１．飼い主のいない猫対策支援（拡） ( )

　　　飼い主のいない猫の不妊・去勢手術費用の一部助成

　　　　助成団体　30団体（50町会）→  40団体（65町会）

◎　定期予防接種 ( )

（1）予防接種法に基づく定期予防接種（Ａ類）　〔平成29年度計画　145,965人〕

　　　　対象疾病：百日せき、ジフテリア・破傷風、急性灰白髄炎（ポリオ）、

　　　　　　　　　麻しん・風しん、日本脳炎、ＢＣＧ（結核）、ヒブ、

　　　　　　　　　小児用肺炎球菌、子宮頸がん(小6～高1)、水痘、Ｂ型肝炎

（2）定期予防接種（Ｂ類）　　　　　　　　　　〔平成29年度計画　 72,869人〕

        インフルエンザ（熟年者）、高齢者肺炎球菌

　　□　高齢の人々・障害のある人々のために

◇　高齢の人々の生きがいと健康

◎　くすのきクラブ運営費助成 ( )

　　　クラブ数：199クラブ　　会員数：18,000人

　　　くすのきクラブ連合会助成

◎　熟年者向け地域情報雑誌の作成 ( )

　　　イベント、地域活動の紹介等を通した地域デビューの促進

　　　　64歳を迎える熟年者 7,500人に送付

野 球 場 ソフト
ボール場

サッカー場 ラグビー
場

運動場
テニス
コート大人

307,452

1面

31,000

542,109

30,000

プール
少年 大人 少年

25面 16面 5面 5面 1面

拡 充

5面

52,166

7,257

22面 1施設

6,007

1,863,874 1,749,703

52,370
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◎　リズム運動の推進 ( )

　　　参加 232団体　参加者 10,500人　215会場　指導員数 64人

◎　くすのきカルチャー教室の管理運営 ( )

人

◇　高齢の人々の生活支援

１．高齢者虐待防止リーフレット（新） ( )

　　　虐待の発生要因の分析、予防策の検討に基づき、高齢者虐待の理解促進のための

　　リーフレットを作成・配布

２．地域密着型サービス拠点等整備（拡） ( )

 (1) 認知症高齢者グループホームの開設準備経費

　　① グループホームきらら清新町（清新町2丁目）　 定員18人　平成29年 7月開設予定

　　② グループホームつどい「大野家」（松本1丁目） 定員18人　平成29年10月開設予定

 (2) 小規模多機能型居宅介護の開設準備経費

    ① 小規模多機能きらら清新町（清新町2丁目） 登録定員29人　平成29年 7月開設予定

３．ふれあい訪問員による見守り体制強化（拡） ( )

　　　ふれあい訪問員の見守り体制を強化するため、なごみの家の「見守りボランティア」

　　に協力を依頼し強化を図る

　　　平成28年度 110人→　平成29年度 150人

４．熟年相談室（地域包括支援センター）の増設（拡） ( )

【介護保険事業特別会計】

　　　日常生活圏域を7圏域から15圏域に再編し、未整備地域への配置を推進

　　　平成29年度は、松江地区に整備

５．熟年介護サポーターによる生活支援（拡） ( )

【介護保険事業特別会計】

　　　これまでの介護老人福祉施設等での活動に加え、住宅での生活援助を活動先に追加

　　　平成29年度登録者数見込　550人

特 別 講 座

自主活動教室

新規・拡充

区 分

正 規 教 室

科 目 ・ 教 室 数

213,931

134,319

人 数

197,918

4講座 128人

35科目・101教室

32科目・245教室 5,100人

2,930

27,945

132,821

10,000 皆　増

4,113 3,494

4,789 4,487

52 皆　増

14,904
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６．介護サービス事業者検査・指導（拡） ( )

【介護保険事業特別会計】

　　　区所管の特別養護老人ホームを運営する社会福祉法人に対する検査において、

　　公認会計士による財務諸表の点検、内部留保の状況を把握し適切な運営を指導

◎　要介護度改善支援実施事業 ( )

　　　施設サービスにより入所者の要介護度を改善した事業者に対する支援

 要介護度改善

 奨励交付金額（月額） （円）

◎　社会福祉士等卒後連携事業 ( )

　　　区内での活躍を期待することができる社会福祉士等の養成課程の卒業生を、区が

　　「福祉・介護支援員」として雇用し人材を育成

　　〔平成29年度雇用予定〕 13人

◎　介護人材確保 ( )

 （1）介護福祉士養成給付金

　　　　介護福祉士養成施設の学生への給付により、人材育成と人材確保を図る

　　　　給付金 60万円以内/人　対象者数  50人

 （2）ヘルパー初任者研修助成

　　　　助成費 10万円以内/人　対象者数 100人

◎　介護保険事業 <介護保険事業特別会計> ( )

（1）介護サービス給付 ( )

　　　〔平成29年計画〕被保険者数：145,046人、要介護認定者数：26,577人

（2）介護予防・日常生活支援総合事業 ( )

　　① 第１号訪問・通所・生活支援事業

　　② 介護予防ケアマネジメント事業

    ③ 一般介護予防事業

（3）包括的支援事業・任意事業 ( )

　 　  熟年相談室（地域包括支援センター）への事業委託(18施設、分室8施設)

（4）資格・賦課・収納関係 ( )

　　① 第１号被保険者数　　145,046人(特別徴収者 120,452人・普通徴収者 24,594人)

　　② 第１号保険料基準額　  4,900円/月(第５段階保険料)

　　③ 所得段階別賦課額　 　 15段階

80,810

１段階 ２段階 ３段階 ４段階

40,000

564,516

36,020,618

40,000 60,000 80,000

39,659,451 39,095,012

40,654

20,000

60,000

35,558,987

48,026

564,116

432 皆　増

38,053

1,913,173

82,365

1,860,528

60,000
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（5）要介護の認定 ( )

　　  〔申請件数〕24,465件 〔審査会〕委員数 145人、合議体数 15、専門調査員 7人

（6）熟年相談室（地域包括支援センター）の運営 ( )

　　① 地域への目配りの拠点として、熟年相談室をＰＲ

　　② 熟年相談室（地域包括支援センター）運営協議会（年3回）

　　③ 権利擁護・高齢者虐待事例検討会（年8回）、実務者会議、ケア会議

（7）事業者関係 ( )

　　① ブラッシュアップ研修等（専門学校へ委託）

　　② ケアマネジャー協会への支援

（8）認知症支援事業 ( )

　　① 認知症早期発見・早期診断の推進（認知症支援コーディネーター）

　　② 認知症サポーターの養成

　　③ 認知症支援用連絡先名札等の配布

　　④ 若年性認知症の人と家族を支える体制整備

◇　障害のある人々の生活支援

１．篠崎育成室の新設（新） ( )

　　　指定管理者による運営　平成29年12月開設予定  

　　　定員30人（平成30年4月以降 定員55人予定）

２．障害者虐待防止リーフレット（新） ( )

　　　虐待の発生要因の分析、予防策の検討に基づき、障害者虐待の理解促進のための

　　リーフレットを作成・配布

３．第５期障害福祉計画策定（拡） ( )

　　　障害者総合支援法に基づき、平成30年度から平成32年度の障害福祉計画を策定

４．「発達障害」理解促進リーフレット（拡） ( )

　　　発達障害の早期発見・早期支援のため、新たに小学校高学年の保護者を対象に

　　リーフレットを作成

皆　増

731

22,479

新規・拡充

皆　増

328,535

141

280,759

22,028

264,412 皆　増

1,967 1,868

24,075 25,754

893

51

- 18 -



◎　区立障害者施設の管理運営 ( )

（1）希望の家　　　利用者 146人(生活介護 112人・就労継続支援 34人)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  　*平成25年4月から指定管理者制度導入

（2）虹の家　　　　利用者 86人(生活介護)　   *平成26年4月から指定管理者制度導入

（3）みんなの家　　利用者 88人(生活介護)   　*平成16年4月から指定管理者制度導入

（4）えがおの家　　利用者 90人(生活介護)　   *平成19年4月から指定管理者制度導入

（5）さくらの家　　利用者 50人(生活介護)　 　*平成21年4月から指定管理者制度導入

（6）福祉作業所　　利用者 70人(就労継続支援) *平成24年4月から指定管理者制度導入

（7）障害者支援ハウス　　　　　　　　　   　 *平成16年4月から指定管理者制度導入

（8）障害者就労支援センター　　　　　  　 　 *平成28年4月から指定管理者制度導入

◎　自立支援給付 ( )

　平成29年度計画

居宅介護等 件 共同生活援助 日

重度訪問介護 件 自立訓練 日

行動援護 件 就労移行支援 日

同行援護 件 就労継続支援Ａ型 日

療養介護 日 就労継続支援Ｂ型 日

生活介護 日

短期入所 日

施設入所支援 日 更生医療 件

計画相談支援 件 療養介護 件

地域移行支援 日

地域定着支援 日 補装具給付費（年間） 件

特定障害者特別給付費 日

特例給付 日 高額障害福祉サービス 件

◎　障害児支援給付 ( )

　　平成29年度計画

児童発達支援 日

医療型児童発達支援 日

放課後等デイサービス 日

保育所等訪問支援 日

障害児相談支援 日

151,996

2,808,538

22,907

17,924

244,090

18,811

138,331

8,605

256

4,411

自立支援医療給付費（年間）

6,182

754

1,450

3,175

253,761

2,074

1,835,554 1,499,894

通所給付費（年間）

780

133,192

48,456
日

日

件
134

3,494

246

訓練等給付費（年間）

138,123

7,326

65,275

24,634

171,227

9,344,971

高額障害児通所
給付費（年間延べ）

796

9,638,056

肢体不自由児通所
医療費（年間）

177

重症心身障害児通所事業
運営費助成（年間）

506

2,740,065

介護給付費（年間）

174,120
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◎　発達障害者(児)支援 ( )

 (1) 専門的な相談窓口による助言とケースワーク

 (2) 乳幼児施設等巡回支援等及び区民への啓発

◇　福祉のまちづくり

　 １．地域包括ケアシステムの充実

（1）夜間・休日在宅療養相談窓口の開設（新） ( )

　　　介護や障害があっても安心して在宅生活を送れるよう、江戸川区医師会の協力の

　　 もと、他機関との連携により365日対応可能な相談体制を確保する

（2）地域包括ケアシステム「なごみの家」（拡） ( )

　　　 子どもから熟年者まで障害の有無を問わず、住み慣れた地域で安心して暮らし

　　 続けられるよう、医療・介護・住まい・介護予防・生活支援を一体的に提供する

　　 身近な地域拠点の設置を推進

　　　 平成28年度 3か所→　平成29年度 4か所（鹿骨地区に開設）

２．熟年しあわせ計画、第７期介護保険事業計画策定（拡） ( )

　　　改定検討委員会を設置し、制度改正や地域包括システムの推進等の検討を通して

　　平成30年度から平成32年度までの計画を策定

◎　まちのバリアフリー化の推進 ( )

 (1) 歩道改良　             　 　　〔29年度計画〕 3件　835ｍ

（2）音声誘導システムの設置・交換　〔29年度計画〕 4基設置・24基交換

（3）鉄道駅のバリアフリー化　　　　ＪＲ平井駅の内方線付き点状ブロック整備補助

◇　生活の安定

１．生活困窮者の就労準備支援（新） ( )

　　　就労に必要な生活習慣確立の指導や体験就労等の社会生活自立のための訓練を実施

２．長期路上生活者の自立支援（拡） ( )

　　　長期の路上生活者に対する巡回相談を月1回から週1回に拡大するとともに、医師・

　　保健師等専門職による助言や健康相談を実施

３．生活保護世帯の学習支援（拡） ( )

　　　貧困の連鎖を防ぐため、中学３年生の通塾経費の補助を文部科学省調査の

　　平均額に拡大　　15万円/年間→　32万円/年間

◎　生活保護 ( )

　　〔29年度計画〕　15,415世帯　20,810人

123,654 112,200

40,998 42,082

皆　増

113,239

新規・拡充

新規・拡充

37,621,262 37,464,241

76,013

10,000 皆　増

10,550

8,500 皆　増

5,460 皆　増

11,798 皆　増
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◇　環境啓発・環境教育

◎　環境をよくする運動 ( )

（1）環境をよくする運動中央大会（環境をよくする運動功労者表彰ほか）

（2）環境フェア2017　～めざそう！日本一のエコタウン～

（3）地区協議会活動（美化運動、キャンペーン等）

（4）歩きたばこ・ポイ捨て防止対策（キャンペーン実施・路面シート等による注意喚起等）

◎　地球温暖化対策の推進 ( )

（1）エコタウンえどがわの推進

　　　 次期「エコタウンえどがわ推進計画（平成30年度～平成42年度）」の策定

（2）環境行動計画の推進

◎　えどがわエコセンターの運営支援 ( )

（1）「もったいない運動えどがわ」の推進

　　　 みどりのカーテンの拡大、マイバッグの普及、エコカンパニーえどがわの拡充等

（2）環境教育・環境学習の推進

　　　 グリーンプラン推進校、海洋教育、生き物図鑑作成等

◇　ごみの減量と資源リサイクル

１．水銀含有廃棄物(蛍光管等)適正処理（新） ( )

　　　水俣条約及び関連法規に基づき、水銀含有廃棄物を適正処理委託

２．「３０・１０運動」（食べきり推進運動）（拡） ( )

　　　宴会開始後30分間・終了前10分間は飲食に集中といった取り組みや食べきり

　　レシピの普及などを通じて食品ロス削減を推進

◎　古着・古布リサイクル回収 ( )

　(1) 通常回収 区内22か所の各拠点で月に1回の回収

　(2) 日曜臨時回収 春・秋の衣替え時期に15か所で回収

　(3) 常設回収 葛西清掃事務所、小松川清掃分室で月曜～土曜に回収

◎　廃棄物収集作業 ( )

　　　燃やすごみ・燃やさないごみ収集作業、粗大ごみ収集等

13,292 5,478

2,115,262 2,046,587

区 民 参 加 に よ る 環 境 づ くり

32,309 34,376

46,558 45,686

21,737 12,889

新規・拡充

18,186 皆　増

120 皆　増
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◇　都市環境問題・有害化学物質への対応

１．ＰＣＢ廃棄物処理委託（拡） ( )

　　　ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法や東京都

　　ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）適正管理指導要綱に則り、公害防止対策として

　　区保有のＰＣＢ廃棄物等の処理を委託

◎　環境相談 ( )

（1）騒音、悪臭、ばい煙等の相談、空き地をきれいにする対策

（2）カラス・スズメバチの巣の除去費補助、落下ヒナ保護

1,998

1,446 1,405

拡 充

100,784
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◇　ものづくり産業の活性化

　　≪中小企業の経営基盤強化≫

１．Made in Edogawa オリンピック・パラリンピック ( )

　　　　　　　　　　　ものづくり推進プロジェクト（新） ☆

　　　東京2020オリンピック・パラリンピックに向け、区内中小企業を中心とする

　　グループによる新たなものづくりの取り組みを推進

２．経営改善借換融資（新） ( )

　　借入金の返済負担により経営改善が難しい事業者を対象に借換え制度を新設し、

　事業改善指導や円滑な資金繰りを支援

３．中小企業者の技術開発力向上支援（拡） ( )

　　　区内の中小企業者が利用する都立産業技術研究センターの試験機器等利用

　　経費を助成

◎　江戸川区名産品の販売促進 ( )

　　　伝統工芸品などの名産品をインターネット販売サイト「えどコレ！」等を

　　通じて販売を促進

◎　えどがわ伝統工芸産学公プロジェクト ( )

　　　美術大学と連携し、区内伝統工芸産業の新製品開発や販路開拓を推進

◎　産業ときめきフェア ( )

　　　区内外のものづくり企業が一堂に会し、優れた製品・技術力をＰＲすることで、

　　ビジネスマッチングの促進と新たな販路拡大を支援

◎　緊急経営安定化助成(利子補給) ( )

　　　中小企業の経営の安定を図るため、一定の負担率(一般融資、借換は年利1.5％、

　　パワーアップ融資は年利0.5％)を超える分の利子補給

◎　信用保証料の全額補助 ( )

　　　融資に係る信用保証料を全額補助

8,381 8,036

11,664 11,617

380,709 490,136

304,503 319,502

活 力 を 創 造 す る 産 業 づ くり

新規・拡充

14,634

1,000 皆　増

皆　増5,525

14,638

23,402 皆　増
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◇　商業・生活サービス業の活性化

１．商店街プロデュース（新） ( )

　　　区内商店街に中小企業診断士を派遣し、問題点の把握と改善策を検討、個々に

　　応じた具体策を提案し商店街の活性化を促進

２．ＥＤＯＧＡＷＡ美味ＮＡＶＩ（拡） ☆ ( )

　　　飲食店を中心に区内の隠れた名店を、英訳したインターネット動画で紹介、

　　商店街の魅力を発信して、インバウンド消費を促進

３．商店街老朽アーケード撤去助成（拡） ( )

　　　電線類地中化に合わせた商店街の老朽アーケードの撤去費用について、

　　当該商店街の負担を軽減

◎　商店街パワーアップ支援 ( )

　　　商店街魅力向上等の企画事業、商店街イベントを支援

　　　（1）活性化助成　   2件　　　　　

 　　 （2）イベント助成　65件(42商店会)

　　　　　　〔助成内容〕補助率：補助対象経費の2/3　　限度額：300万円

　　　（3）多言語化事業　 1件　☆

　　　　　　〔助成内容〕補助率：補助対象経費の5/6　　限度額：300万円

◎　商店街環境整備等助成 ( )

（1）商店街環境整備助成　　　　街路灯整備（3商店会）

　　　　　　　　　　　 　　　　街路灯ＬＥＤ化整備（2商店会）

　　　　　　　　　　　　　　　 アーケード整備（1商店会）

（2）装飾街路灯管理費助成　　　58商店会・8,321灯

◎　公衆浴場助成 ( )

　　　〔設備改善費〕　限度額：200万円（2年間）

　　　〔運　営　費〕　しょうぶ湯、母の日、父の日、銭湯の日、

　　　　　　　　　　　ゆず湯、年末年始事業　　　各 2.5万円

　　　〔ＰＲ支援事業〕スタンプラリー事業、銭湯マップ作成

　　　〔魅力発信事業〕ピンバッジトレーディングのＰＲ ☆

1,383 皆　増

6,511 皆　増

43,601 44,545

新規・拡充

54,232 53,636

57,462 52,389

5,813 2,916
うま
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◇　起業環境の整備

１．創業支援施設入居者等支援（拡） ( )

　　　創業支援施設入居者の支援体制を強化するとともに、入居者間や地域企業、支援

　　機関等とのネットワークを構築するため、インキュベーションマネージャーを配置

◎　創業支援（インキュベーション）施設運営 ( )

　　　起業間もない事業者の企業活動を支援し、区内産業の活性化を促進

　　・チャレンジオフィス小岩（平成23年度開設）

　　・チャレンジオフィス船堀（平成26年度開設）

◇　都市農業の継承

１．都市農地保全支援プロジェクト（新） ( )

　　　農地の防災的活用のため、防災井戸を整備、避難場所としての掲示を進めるなど

　　農地の多面的な機能を発揮し、都市農地保全を推進

◎　品評展示会・まつり ( )

（1）第43回「花の祭典」・第56回「特産農産物品評展示会」

（2）第61回「バラ品評展示即売会」

（3）第28回「小岩あさがお市」

（4）第50回「影向菊花大会」

（5）第41回「正月用花の展示即売会」

◎　区民農園の運営 ( )

 (1) 区民農園（29年度募集　22園・922区画）

 (2) ふれあい農園（7園・755世帯）

 (3) ファーマーズクラブ東葛西（農業体験農園　50区画）

◇　伝統的地場産業の継承・発展

◎　水産業の振興 ( )

（1）第46回「金魚まつり」

（2）金魚キャラクター「えど金ちゃん」によるＰＲ

（3）第35回「日本観賞魚フェア」

（4）遊漁船の観光資源化（投網まつり等）

14,52913,731

6,978 皆　増

拡 充

45,220 45,105

12,220 12,031

5,825 5,777

新 規

24,612 皆　増
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◇　働く意欲あふれる環境づくり

１．若年者就職サポート（新） ( )

      〈東京都人づくり・人材確保支援事業〉

　　　民間の情報や技術を活用し、効果的に若年求職者の就職を支援

◎　生活相談 ( )

 (1) ほっとワークえどがわ（内職相談等）

 (2) ヤングほっとワークえどがわ（カウンセリング、職業適性診断）

◎　就労支援 ( )

（1）ニート就労支援セミナー

（2）若者きずな塾（月3回開催）

（3）若年者就職応援セミナー

（4）内職斡旋、内職出張相談会

（5）ハローワークとの連携

（6）区内事業所との連携・求人開拓

2,968 3,023

11,382 11,299

新 規

10,000 皆　増
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◇　都市基盤の充実・質の向上

１．篠崎駅西部土地区画整理事業（拡） ( )

　　　連鎖型土地区画整理事業

（1）第四期地区（篠崎町七丁目2、3、10、11、八丁目12）

　　　〔 計画概要 〕面積： 5.1ha、移転棟数： 14棟、権利者数： 147人

　　　〔29年度計画〕換地処分

（2）事業化の検討（篠崎町七丁目18・19）

　　　 画地測量、換地設計、建物調査・補償算定

２．上篠崎一丁目北部土地区画整理事業（拡） ( )

　　　〔 計画概要 〕面積： 4.0ha、 権利者数： 52人

　　　〔29年度計画〕仮換地指定、第一次移転箇所の造成工事

◎　北小岩一丁目東部土地区画整理事業 ( )

　　　〔 計画概要 〕面積： 1.4ha、移転棟数：  93棟、権利者数： 88人

　　　〔29年度計画〕換地計画、移転補償

◎　都市計画マスタープラン改定 ( )

　　　平成11年に策定した現行プランを社会情勢の変化や事業達成度に応じたプランと

　　するため、都市計画マスタープラン・住宅マスタープラン改定検討委員会を設置し

　　素案を作成、平成30年度に都市計画マスタープラン改定版を作成・公表

◎　密集住宅市街地整備促進事業 ( )

（1）密集事業の施行（9地区）

④ 一之江四丁目南地区 6.1

ha

⑦ 中葛西八丁目地区

25.6

 平成29年度事業終了

ha

平成15～29年度

平成18～32年度  道路整備、用地取得

 道路整備

平成21～30年度  道路整備16.6ha

ha

平成16～30年度  道路・公園整備、用地取得

②

平成28～37年度⑨ 平井二丁目付近地区

区民の暮らしを力づよく支えるまちづくり

拡 充

① 南小岩七・八丁目地区 40.0ha 平成13～32年度  道路整備、用地取得

1,624,410 1,703,538

地 区 名 規模 事業期間 29年度計画

44,402 36,843

122,205 590,810

10,308 5,530

1,500,651 902,911

⑧ 二之江西地区 51.3ha 平成23～32年度  道路整備、用地取得

平成15～29年度  道路設計

⑤ 春江町三丁目南地区 6.4ha

③ 下鎌田東地区 24.6ha

 道路整備、用地取得

⑥ 江戸川一丁目地区 34.7

ha 平成16～30年度

松島三丁目地区

28.6
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（2）不燃化特区（4地区）

　　　　老朽建築物の除却及び建替え助成

①南小岩七・八丁目周辺地区 件 件

②松島三丁目地区 件 件

③平井二丁目付近地区 件 件

件 件

 (3) 都市防災不燃化促進事業（2地区）

　　　　特定整備路線沿道の耐火建築物等への建築費等助成

①補助142・143号線地区 件

②補助144号線地区 件

◎　地区計画等によるまちづくりの推進 ( )

　都市計画道路事業

　都市計画道路事業・密集事業

　密集事業

◎　ＪＲ小岩駅周辺地区まちづくり ( )

◇　利便性の高い道路、交通、情報ネットワークの整備

１．電動アシスト付きレンタサイクルの導入（新） ☆ ( )

　　　高齢者や子育て世代を主な対象に、葛西・西葛西・葛西臨海公園の三駅に導入

　　　　各駅20台　当日利用料金 330円

２．レンタサイクル自転車保険加入（拡） ( )

　　　安全管理を拡充するため、すべてのレンタサイクルに「ＴＳマーク付帯保険」

　　を導入

地 区 名

関 連 事 業地 区 名

新規・拡充

地 区 名

地 区 名

 都市計画決定協議

17

11

4

4

5

3

④南小岩南部・東松本付近地区

区画整理･再開発一体施行

　再開発事業
 再開発組合への補助

北 口 地 区

1,250 62

3,928 皆　増

②南小岩南部・東松本付近地区

6

七 丁 目 地 区

建築費等助成

11

③上一色・本一色・興宮町地区 84ha

 減歩緩和用地購入

街 路 （ サ ン ロ ー ド 、 北 側 側 道 ）  事業用地取得

93,274

事 業 手 法 29 年 度 計 画

六 丁 目 地 区

1,060,035

①東葛西一丁目付近地区 59ha

8

老朽建築物除却 建替え

14,692

8

76ha

ま ち づ く り 協 議 会  駅周辺地区全体の計画調整

21,462

面積
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３．都市計画道路整備（拡） ( )

　　区施行事業中  6路線 9か所、事業化準備  2路線 2か所

（1） 補助第264号線(北小岩)　　　柴又街道～岩槻街道

　　　〔計画概要〕延長:  822ｍ、幅員:16ｍ、買収面積: 5,315㎡(29年度進捗率 91％)

　　　〔事業認可〕平成20年1月～平成33年3月〔29年度計画〕用地取得、街路整備

（2） 補助第284･288号線(中央)　　千葉街道～環七

　　　〔計画概要〕延長:  703ｍ、幅員:16ｍ、買収面積: 6,905㎡(29年度進捗率100％)

　　　〔事業認可〕平成16年9月～平成33年3月〔29年度計画〕用地取得、街路整備

（3） 補助第286号線(中央)　　　　千葉街道～同潤会通り

　　　〔計画概要〕延長:  537ｍ、幅員:16ｍ、買収面積: 5,099㎡(29年度進捗率100％)

　　　〔事業認可〕平成19年1月～平成30年3月〔29年度計画〕街路整備

（4） 補助第288号線(南篠崎)　　　京葉道路～東井堀親水緑道

　　　〔計画概要〕延長:1,239ｍ、幅員:16ｍ、買収面積: 7,447㎡(29年度進捗率 99％)

　　　〔事業認可〕平成15年3月～平成30年3月〔29年度計画〕用地取得、街路整備

（5） 補助第288号線(北篠崎)　　　柴又街道～上篠崎一丁目

　　　〔計画概要〕延長:1,349ｍ、幅員:16ｍ、買収面積:11,424㎡(29年度進捗率 48％)

　　　〔事業認可〕平成26年7月～平成33年3月〔29年度計画〕用地取得

（6） 補助第288･290号線(一之江)　今井街道～一之江駅西部区画境

　　　〔計画概要〕延長:  410ｍ、幅員:16ｍ、買収面積: 2,263㎡(29年度進捗率 93％)

　　　〔事業認可〕平成18年3月～平成34年3月〔29年度計画〕用地取得、街路整備

（7） 補助第289号線(春江)　　　　一之江通り～環七

　　　〔計画概要〕延長:  597ｍ、幅員:16ｍ、買収面積: 8,700㎡(29年度進捗率 82％)

　　　〔事業認可〕平成23年5月～平成30年3月〔29年度計画〕用地取得、街路整備

（8） 補助第289号線(江戸川)　　　環七～江戸川五丁目

　　　〔計画概要〕延長:  582ｍ、幅員:16ｍ、買収面積: 4,968㎡(29年度進捗率 55％)

　　　〔事業認可〕平成25年5月～平成32年3月〔29年度計画〕用地取得

（9） 補助第289号線(東葛西)　　　江戸川五丁目～葛西橋通り

　　　〔計画概要〕延長:  746ｍ、幅員:16ｍ、買収面積: 8,321㎡(29年度進捗率  9％)

　　　〔事業認可〕平成28年3月～平成34年3月〔29年度計画〕用地取得

（10）補助第288号線(上篠崎)　　　上篠崎一丁目～鹿骨街道

　　　〔計画概要〕延長:　450ｍ、幅員:16ｍ

　　　〔29年度計画〕事業認可取得

（11）補助第285号線(南小岩)　　　千葉街道～補助288号線

　　　〔計画概要〕延長:1,190ｍ、幅員:16ｍ

　　　〔29年度計画〕用地測量

2,390,629 3,202,514
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４．今井街道・松江大通り電線類地中化（拡） ( )

　　　商店街の老朽アーケード撤去に合わせた電線類地中化により、歩行空間の改善と

　　防災性、景観の向上を図る

　　　全体工期：６年半　　延長：450ｍ

５．道路占用物件実態・安全確認調査（拡） ( )

　　　平成23年度に実施した調査をもとに、道路利用者の安全確保・災害時の避難通路

　　確保・未申請物件の改善を図るため、現状を把握し安全確認を徹底

◎　松本橋整備 ( )

 (1) 架替工事（延長：115.0ｍ　幅員：14.8ｍ）

 (2) 取付道路拡幅に向けた測量・建物調査

◎　自転車走行環境整備 ☆ ( )

　　　東京2020オリンピック・パラリンピックに向け、競技会場予定地周辺等でブルー

　　レーン、自転車ナビマーク等を設置し、安全で快適に通行できる道路空間を創出

（1）都市計画道路　　ブルーレーン・自転車ナビマーク　　　2,550ｍ

（2）一般区道　　　　自転車ナビマーク・ナビライン　　　　3,050ｍ

◎　京成本線の連続立体化と周辺まちづくり ( )

（1）京成本線連続立体化事業の推進

（2）沿線まちづくり

◇　地域の魅力を高めるまちづくり

１．マンションアドバイザー制度利用助成（新） ( )

　　　東京都防災・建築まちづくりセンターのアドバイザー制度を利用した管理組合に

　　対し、経費の2/3を補助

２．住宅マスタープランの改定（拡） ( )

　　　平成17年度策定のプランに、少子高齢化等の社会情勢の変化を反映させた改定を

　　行うため、統計調査結果等に基づいた現状分析などを業務委託

３．町会・自治会、商店街の防犯カメラ設置補助（拡） ( )

　　　5団体　47台設置　（平成29年度末 設置状況　23地区401台）

17,196

5,303 皆　増

10,565

5,604 皆　増

33,398 13,969

58 皆　増

655 660

492,251

新規・拡充

38,184 40,347

256,556

- 30 -



◎　公園等の新設 ( )

（1） 公園等の用地取得

　　① 松本二丁目公園（拡張）

（2）公園等の新設･拡張工事

　　① 新設公園整備　 　 5か所

　　② 公園拡張整備　　  2か所

　　③ 公園手洗所等設置  3か所

◎　安全・安心まちづくり運動の推進 ( )

（1）自転車盗撲滅対策

　　　 若年層への鍵掛け啓発、青パトやツイッター等を活用した幅広い啓発の継続等

（2）特殊詐欺（オレオレ詐欺等）被害防止

　　　 福祉部・消費者センターとの連携による情報発信・啓発等

（3）委託警備会社による防犯パトロール

　　　 夜間パトロールに加え、子どもの登校・下校時の安全確保、駅頭での啓発

　　 アナウンスの実施等

（4）警察との連携強化

　　　 区・警察合同の防犯キャンペーン等

◇　安全で災害に強いまちづくり

１．被災時における本庁舎代替機能の整備（新） ( )

　　　本庁舎被災時の代替施設を総合文化センター、中央図書館として防災行政無線等

　　補完設備を設置

２．防災情報システムの更新（拡） ( )

　　　現行の防災情報システムを機能向上させ、被害情報等の入力の簡易化や同時に

　　入力操作できる人数を増加させるなど、被災時の迅速な対応に向けたシステムに更新

３．ハザードマップの改訂（拡） ( )

　　　水防法の改正により、想定すべき浸水被害が変更されるため、修正・拡充を行い、

　　より分かりやすいハザードマップを作成

４．地域防災講演会（拡） ( )

　　　地域防災力の向上のため、講演会の一部を委託化して実施回数を増加

５．災害時に備えた毛布等の備蓄（拡） ( )

　　　未就学児や妊婦、高齢者など災害弱者を中心とした備蓄物資の充実を図る

皆　増

皆　増

新規・拡充

526,515 868,182

16,308 皆　増

10,994

24,457

300 皆　増

75,367 31,429

35,964 50,601
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６．緊急告知ＦＭラジオの設置（拡） ( )

　　　緊急情報を区内全施設へ告知するため、ＦＭラジオによる緊急告知システムを

　　導入し、情報機能を強化

７．防災行政無線デジタル化等工事監理委託（拡） ( )

　　　防災行政無線デジタル化工事などの大規模改修を迅速に的確に進めるため、

　　工事監理を委託し管理体制を整備

８．緊急防災情報の区ホームページ掲載（拡） ( )

　　　区ホームページと防災行政無線を連携させて、緊急情報を自動で掲載できるよう

　　システムを改修

◎　住宅等の耐震化促進 ( )

　　　耐震化助成（昭和56年5月31日までの旧耐震基準の建物）

　　　　平成30年3月31日までに工事着手した戸建住宅等と分譲マンションの耐震改修工事の

　　　　助成費は１戸あたり30万円上乗せ

区 分 耐震診断 耐震改修設計 耐震改修工事

件

皆　増

特定緊急輸送道路沿道建築物

186

1件 2

0

戸 建 住 宅 等

分 譲 マ ン シ ョ ン

緊 急 輸 送 道 路 沿 道 建 築 物 1件 0件 0

件

件 1件

3

件件 85

件 0件

376,309

62件

429,650

1,696 皆　増

63,473 21,415

43,427
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１．まちあるきアプリの制作（新） ☆ ( )

　　　国内外からの来訪者に向けた、スマートフォンの活用による観光アプリを制作

２．東京電子自治体共同運営電子調達サービスの導入（新） ( )

　　　これまでの区独自のシステムから都内自治体共通のシステムへ移行

３．区議会ホームページ等のスマートフォン、タブレット対応(拡) ( )

　　　区議会ホームページ及び区議会インターネット中継をスマートフォン等で対応

　　できるようにシステム改修

４．区共通封筒に点字打刻（拡） ( )

　　　区の共通封筒に必要に応じて、区名・住所・代表電話番号を点字で打刻

５．特別徴収税額通知書等の簡易書留送付（拡） ( )

　　　税額通知書等に平成29年度から個人番号が記載されることに伴い、個人情報

　　保護のため簡易書留で送付

６．当日投票システムの導入（拡） ( )

　　　投票日当日の投票所の受付に、投票システムを導入し事務を効率化

７．収納事務センター業務委託（拡） ( )

　　【国民健康保険事業特別会計】

　　【後期高齢者医療特別会計】

　　　収納対策、収納管理などの定型的な業務を委託化

◎　学校給食調理等の業務委託 ( )

      給食調理業務委託　91校→ 93校　(小学校)63校→ 64校　 (中学校)28校→ 29校

◎　区立保育園の給食調理業務委託 ( )

　　　7園→ 10園

◎　東京都議会議員選挙の実施 ( )

      投票所の変更　葛西中学校→ 葛西小学校、旧清新第二小学校→ 臨海小学校

区民本位で効率的な区政運営等

新規・拡充

22,061 皆　増

4,493 皆　増

129,994 皆　増

2,551,068 2,469,528

160,905 115,274

5,461

40,912 18,846

3,726

428 皆　増

13,528 皆　増

48,301 16,393

- 33 -


